
２ 学校防災に関する取組の推進

平成２８年熊本地震では、各

学校に適切な対処をいただいた

おかげで、大きな被害を受けた

地域においても、早期の学校再

開を果たすことができ、このこ

とは児童生徒の心のケアに大き

な役割を果たしたと言えます。

一方、平成２９年度の「学校

安全の推進に関する計画におけ

る取組状況調査」（右表）から

は、すべての学校で学校防災の取組を推進していただいている状況がうかがえます。

熊本地震を教訓として、児童生徒の安全安心を確保するために、学校防災の取組の

さらなる充実が求められることは言うまでもありません。ここでは、平成２８・２９

年度県教育委員会指定「防災教育研究推進校」の矢部小学校の取組を紹介します。

■矢部小学校（平成２８・２９年度「防災教育研究推進校」）の取組■

研究主題 「自ら気付き、判断し、行動する児童の育成」

～防災教育の視点で創る教育活動を通して～

○ 研究内容について

目指す児童像（防災教育の視

点から）を、右図のように３つ

のキーワードで表し、「教育活動

全体をどのようにデザインし、

どのような工夫が必要である

か。」を３つの仮説（仮説１：授業の工夫、仮説２： 日常活動の工夫、仮説３：地域

防災教育の工夫）により検証された研究です。仮説１では、ポイントとして、「防災

教育の視点を明確にした授業づくり」が挙げられており、研究テーマの「気付く、判

断する、行動する」につながる重要な部分です。（下図参照）



○ 研究の実際について

１年 特別活動「じしんがおこったら どうする」

○ 矢部小学校防災教育の特徴について

本校では、授業で学んだ知識を日常的に活用するために、集会活動や聞き取り訓練、

日常の避難訓練（６の付く日の休み時間に実施）等を行うとともに、家庭と連携して

合同訓練や引き渡し訓練、家族防災会議を行っています。テーマに迫る児童の育成は

もちろん、保護者の意識を高める取組でもあります。


